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本
県
は
、
県
花
・
県
木
を
オ
リ

－
ブ
と
す
る
国
内
鼓
大
の
産
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
当
場

で
は
地
域
特
産
物
で
あ
る
オ
リ
‐

ブ
の
副
産
物
（
絞
り
粕
や
煎
定
枝

葉
）
を
利
用
し
、
採
卵
鶏
や
肉
用

鶏
へ
の
給
与
試
験
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
機
能
性
成
分
で
あ
る
ポ

リ
フ
ェ
ノ
：
ル
の
鶏
卵
・
鶏
肉
へ

の
移
行
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
に
多
く
含
ま
れ
、
肉
の
美

味
し
さ
と
関
係
が
深
い
と
さ
れ
る

オ
レ
イ
ン
酸
に
注
回
し
、
肥
育
豚

と
肉
用
鶏
へ
の
給
与
試
験
を
実
施

し
ま
し
た
㈹

試
験
に
附
い
た
オ
リ
；
ブ
オ
ィ

ル
は
、
酸
度
が
○
・
八
％
以
下
の

ニ
ク
ス
ト
ブ
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
と

酸
度
が
一
・
託
％
以
ド
の
ピ
ュ
ァ

オ
イ
ル
で
す
（
写
真
〉
。

f詞マツ菌
一一

鴎･塁

鍾謹塗塞鍵

オリ・ブオイル

こ
れ
ら
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に

は
、
オ
レ
イ
ン
酸
が
七
十
五
か
ら

七
卜
九
％
含
有
さ
れ
て
い
ま
す
“

添
加
量
は
、
肥
育
豚
へ
は
且
％
、

肉
用
鶏
へ
は
三
％
と
五
％
と
し
ま

し
た
。

エクストラ ピーェア

表２（肥育豚)肉質成績

項目 ５％区対照区

脂肪酸組成

オレイン酸49.5±2.7Ａ43.4二1.1Ｂ

飽和脂肪酸39.3±2.6Ａ45.9=1.0Ｂ

不飽和脂肪酸607.土2.6Ａ54.1二1.0Ｂ

脂肪融点(℃）31.9士３２Ａ39.6=0.6Ｂ

ＡＢ:異符号間↓[:有意差あり(P＜0.01）

意
に
オ
レ
イ
ン
酸
が
増
加
す
る
と

と
も
に
、
脂
肪
融
点
が
有
意
に
低

く
な
り
ま
し
た
（
表
２
）
。

ま
た
、
肉
質
龍
つ
い
て
は
、
有

給
与
試
験

の
結
果
、
肥
羅
》

育
豚
の
発
育
対
乃

に
つ
い
て

は
、
両
区
に

４

諦
轄
確
嵯
銚
一
姪
郵７

せ
ん
で
，
）
た
績

職
賢
一
蝿
岬
癖
》
⑥ｑ

》
撫
淵
縮

れ
ま
し
た
１
日

（
表
・
《
）
。
表
了１日平均増体呈(9) ７５３_＋１０４

飼料摂取量〈kg/頭〉１７９．３

飼料要求率３．９３

1９２．０

４．３３

食
味
官
能
検
査
で
も
、
味
、
軟

ら
か
さ
、
総
合
評
価
に
お
い
て
添

加
区
の
評
価
が
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
。

》
方
、
肉
用
鶏
の
発
育
に
つ
い

て
は
、
五
％
添
加
区
で
雄
の
終
了

時
体
重
と
一
Ｈ
平
均
増
体
重
が
有

意
に
増
加
し
ま
し
た
（
表
３
）
。

表３（肉用鶏)発育成績(領）

項目３％区５％区対照区

開始時体重〈g）568.3565.7590.0

終了時体重くg〉3,1203,152ａ3,016ｂ

１日平均増体量(9)８１．８85.7ａ72.8ｂ

飼料摂取量くg/羽・日）155.6154.6147.8

飼 料要求率４．9０１．８０２．０３

ａｂ：異符号間に有意差あり(Ｐ＜0.05）

ま
た
、
肉
質
に
つ
い
て
は
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
添
加
濃
度
に
比

例
し
て
オ
レ
イ
ン
酸
が
有
意
に
増

加
す
る
と
と
も
畦
、
三
％
添
加
区

で
加
熱
損
失
の
有
意
な
減
少
、
艦

搾
肉
汁
率
の
有
意
な
増
加
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
破
断
応
力
に
お
い

て
は
、
盃
％
添
加
区
が
有
意
に
高

く
な
り
ま
し
た
（
表
４
）
。
言
い
換

え
れ
ば
、
ク
ッ
キ
ン
グ
ロ
ス
が
減

り
、
ジ
ュ
・
シ
ー
な
鶏
肉
に
な
る

と
と
も
に
、
歯
ざ
た
え
の
改
善
に

期
待
で
き
る
と
い
う
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

表４（肉用鶏)肉質成績

項目３％区５％区対照区

むね肉

加熱損失(％）24.5＝1.7ａ25.7±3.629.3士2.4ｂ

圧搾肉汁率(％〉43.5±0.3ａ43.7±2.440.5±1.2ｂ

破断応力１３．７±5.412.7±2.6ａ6.7±0.2ｂ

×107<N/㎡）

ａｂ:異符号間敬二有息差あり〈P＜0.05】

こ
の
よ
う
に
オ
リ
，
‐
ブ
オ
イ
ル

を
添
加
給
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、

豚
腐
や
鶏
奏
雑
の
オ
レ
イ
ン
酸
の

割
合
が
増
加
し
、
美
味
し
さ
が
向

ｔ
、
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
後
、
添
加
期
間
や
コ
ス
ト
面

で
の
検
討
を
行
い
、
ブ
ラ
ン
ド
作

り
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
キ
ー
、
す
。

ＣＨＩＣＫＥＮ
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肉
牛
が
生
き
て
い
る
時
に
そ
の

中
身
を
診
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

て
も
有
利
で
す
。
農
家
に
と
っ
て

は
、
素
牛
選
定
、
出
荷
時
期
決
定
、

適
正
な
飼
養
管
理
の
実
施
が
可
能

に
な
り
、
肉
牛
改
良
に
と
っ
て
も
、

遺
伝
的
な
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。

超
音
波
診
断
装
置
で
診
る
場
所

は
、
牛
の
左
側
一
肩
の
後
側
で
す
。

こ
れ
は
、
牛
肉
品
質
で
あ
る
格
付

を
判
断
す
る
位
置
で
す
。

超
音
波
診
断
画
像
か
ら
、
ロ
ー

ス
芯
面
積
、
皮
下
脂
肪
の
厚
さ
な

ど
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
肥
育
中

期
（
十
八
か
ら
二
十
一
ヶ
月
齢
）

で
最
も
成
長
速
度
が
速
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
体
重
と

胸
囲
が
大
き
く
な
る
と
、
ロ
ー
ス

芯
面
積
な
ど
が
大
き
く
な
る
と
い

う
強
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

出
荷
直
前
の
超
音
波
診
断
で
ロ

ー
ス
芯
面
積
と
Ｂ
Ｍ
Ｓ
（
脂
肪
交

雑
基
準
）
を
推
定
し
た
と
こ
ろ
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
で
は
大
き
め
に
推

定
さ
れ
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
は
概
ね
一
致
し

て
い
ま
し
た
。

超
音
波
診
断
に
よ
る
肉
質
推
定

で
は
、
肥
育
が
進
ん
で
く
る
と
、

画
像
が
不
鮮
明
に
な
り
、
診
断
に

誤
差
が
で
て
し
ま
い
ま
す
が
、
診

断
技
術
の
向
上
を
図
り
、
肉
用
牛

の
改
良
な
ど
現
場
で
の
応
用
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

超音波

測宗付置

Ｃ

目 日

ＡＧ
Ｕ電

Ｆ
Ｆ

、〆、〆

（

ＨＨ

Ｓ

Ｄ Ｔ

超音波診断の位置

鍵
当
場
で
は
、
場
内
の
傾
斜
地
に

山
羊
を
放
牧
し
て
、
除
草
効
果
等

を
実
証
し
て
い
ま
す
。

傾
斜
地
は
電
気
牧
柵
で
囲
い
、

そ
の
中
に
簡
易
な
小
屋
と
水
場
を

設
置
し
て
、
山
羊
三
頭
を
放
牧
し
、

自
由
採
食
さ
せ
ま
し
た
。

放
牧
二
週
間
後
に
は
、
イ
ネ
科

植
物
、
ヨ
モ
ギ
、
ギ
シ
ギ
シ
、
ク

ズ
な
ど
の
雑
草
は
良
く
食
べ
ま
し

た
。
さ
ら
に
放
牧
を
継
続
す
る
こ

と
に
よ
り
、
残
り
の
雑
草
も
食
べ

黒
毛
和
種
子
牛
の
離
乳
は
６
ヶ

月
齢
が
目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

最
近
は
母
牛
の
発
情
回
帰
日
数
を

短
縮
す
る
た
め
、
産
後
数
日
で
親

子
を
分
離
し
、
代
用
乳
で
七
十
日

齢
頃
ま
で
哨
育
す
る
早
期
分
離
方

法
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
早
期
分
離
方
法
で
は
、
消
化

器
の
発
達
の
遅
れ
か
ら
、
下
痢
や

発
育
遅
延
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
母
親
の
母
乳
を
飲
ま

せ
る
自
然
哨
育
で
の
早
期
離
乳
時

期
を
六
十
日
齢
と
九
十
日
齢
で
比

較
検
討
し
ま
し
た
。

飼
養
管
理
は
、
六
十
日
齢
離
乳

群
は
、
四
十
日
齢
か
ら
採
食
量
を

増
加
し
、
第
一
胃
の
発
達
の
た
め

に
、
人
工
乳
の
増
量
及
び
母
牛
の

濃
厚
飼
料
の
減
量
を
行
い
ま
し
た
。

九
十
日
齢
離
乳
群
は
、
七
十
日
齢

か
ら
同
様
の
飼
養
管
理
を
行
い
ま

し
た
。七

ヶ
月
齢
時
の
Ｄ
Ｇ
は
、
雌
雄

と
も
に
六
十
日
齢
離
乳
群
の
方
が

良
好
な
発
育
で
し
た
。

ま
た
、
第
一
胃
の
発
達
で
は
、

十
四
週
齢
に
お
け
る
第
一
胃
の
発

達
の
指
標
と
な
る
血
液
検
査
（
血
中

β
ハ
イ
ド
ロ
キ
シ
酪
酸
濃
度
（
Ｂ

Ｈ
Ｂ
）
を
比
較
す
る
と
雌
雄
と
も

-機螺&金蝿“愚Jf管繭龍

難

里

格付成績

ロース４７ｃｍ

格付Ａ－３ＢＭＳ４

蕊縄琴鍾

■

つ
く
し
て

く
れ
ま
し

た
。
し
か

し
、
オ
シ

ロ
イ
バ
ナ

な
ど
の
有

毒
植
物
は

食
べ
ま
せ

ん
で
し
た
。

2週間後

電
気
牧
柵
等
の
設
置
費
用
は
、

十
万
円
か
ら
十
五
万
円
で
す
が
、

野
犬
に
襲
わ
れ
る
心
配
が
な
い
場

合
に
は
、
ロ
ー
プ
に
よ
る
移
動
放

牧
が
可
能
で
、
コ
ス
ト
も
安
く
省

力
的
で
す
。

山
羊
放
牧
は
、
耕
作
放
棄
地
の

除
草
対
策
や
猿
・
猪
な
ど
の
獣
害

対
策
と
し
て
も
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

和

ｊ､､、

毛
和
種

比較成績
に
六
十
日
齢
離
乳
群
の
方
が
数
値

が
高
く
成
牛
並
み
に
成
長
し
て
い

ま
し
た
。

八
ヶ
月
齢
で
の
腹
胸
差
（
三
十

Ｃ
ｍ
以
上
が
良
い
）
と
腹
胸
比
率

（
一
・
二
以
上
が
良
い
）
は
、
雌
雄

と
も
に
六
十
日
齢
離
乳
群
の
方
が

良
い
と
さ
れ
る
指
標
を
上
回
る
成

績
で
し
た
。

し
か
し
、
六
十
日
離
乳
群
で
体

重
が
六
十
五
ｋ
ｇ
未
満
の
子
牛
で

は
発
育
が
遅
れ
る
傾
向
に
あ
り
、

少
し
離
乳
時
期
を
遅
ら
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。

乳

の
早
期

離乳時期

性別

供試頭数

ＤＧ(kg）

BHB(umoIL）

胸腹差(c、）

胸腹比率(c、）

7ヶ月齢

14週齢

8ケ月齢

8ケ月齢

６０日齢

認

1．１９

3８６

3３

1．２１

早

４

1．０６

４５０

3２

1．２２

９０日齢

師

1．０５

２９４

3２

1．１９

早

４

0．９５

256

2６

1．１８



（
極
早
生
タ
イ
プ
）
の
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Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
っ
て
？

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、
「
ハ
シ
ッ
プ
」

と
呼
ば
れ
、
「
危
害
分
析
・
重
要
管

理
点
」
方
式
と
訳
さ
れ
ま
す
。
食

品
の
安
全
性
・
品
質
を
確
保
す
る

た
め
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
唯
一

の
衛
生
管
理
手
法
で
す
。

食
品
の
製
造
工
程
上
に
あ
る
危
害

（
食
中
毒
菌
等
）
を
起
こ
す
要
因
を

分
析
（
Ｈ
Ａ
：
危
害
分
析
）
し
、

そ
れ
を
最
も
効
率
よ
く
管
理
で
き
る

部
分
（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
：
重
要
管
理
点
）

を
継
続
的
に
監
視
・
記
録
し
、
異
常

が
認
め
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
対
策

を
取
り
、
不
良
製
品
の
出
荷
を
未
然

に
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ど
う
し
て
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
な
の
？

安
全
な
食
品
を
求
め
る
消
費
者

の
要
望
は
近
年
ま
す
ま
す
強
く
な

り
、
生
産
、
加
工
・
製
造
、
流
通
、

販
売
に
関
わ
る
す
べ
て
の
者
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
食
品
の
安
全
性

確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
過
去
に
販
売

実
績
の
あ
る
食
品
で
も
、
消
費
者

に
安
全
性
、
衛
生
面
で
放
漫
だ
と

思
わ
れ
る
と
、
そ
の
食
品
は
敬
遠

さ
れ
、
業
界
全
体
が
生
き
残
れ
な

く
な
る
の
で
す
。

平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら
平
成

二
十
二
年
五
月
に
か
け
て
、
当
場

の
圃
場
に
お
い
て
イ
タ
リ
ァ
ン
ラ

イ
グ
ラ
ス
（
極
早
生
タ
イ
プ
六
品

種
）
の
比
較
調
査
を
「
飼
料
作
物

系
統
適
応
性
検
定
試
験
実
施
要
領
」

に
準
じ
て
実
施
し
ま
し
た
。

生
草
収
量
に
お
い
て
は
、
一
番

草
で
「
あ
か
つ
き
」
、
二
番
草
で

「
シ
ワ
ス
ァ
オ
バ
」
、
三
番
草
で

「
ミ
ナ
ミ
ァ
オ
バ
」
が
最
も
多
く
、

一
、
二
番
草
の
計
、
一
、
二
、
三

番
草
の
計
で
は
「
あ
か
つ
き
」
が

最
も
多
く
、
乾
物
収
量
に
お
い
て

は
、
一
番
草
で
「
あ
か
つ
き
」
、
二

番
草
で
「
シ
ワ
ス
ア
オ
バ
」
、
三
番

草
で
「
あ
か
つ
き
」
が
最
も
多
く
、

一
、
二
番
草
の
計
、
一
、
二
、
三

番
草
の
計
で
は
「
あ
か
つ
き
」
が

最
も
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
期
の
気
象
条
件
は
、

一
番
草
の
出
穂
前
か
ら
二
番
草
の

出
穂
期
に
か
け
て
の
二
月
、
三
月
、

聞
瓜
、
、

剛

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
？

食
品
工
場
で
は
、
製
品
を
加
熱

す
る
た
め
、
細
菌
汚
染
な
ど
の
危

険
性
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
生
き
た
動
物
を
対
象
と
す

る
農
場
で
は
、
そ
れ
が
で
ま
せ
ん
。

衛
生
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
危
険
性
を
低
減
さ
せ
、

健
康
な
家
畜
及
び
畜
産
物
を
生
産

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？

農
場
に
お
け
る
今
の
作
業
工
程

を
細
か
く
整
理
す
る
こ
と
が
第
一

歩
で
す
。
そ
し
て
、
飼
養
衛
生
管

理
方
法
の
問
題
点
を
分
析
、
改
善

し
、
作
業
を
記
録
し
ま
す
。
一
度

に
変
え
る
の
で
は
な
く
、
徐
々
に

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

農
場
の
重
要
な
経
営
戦
略
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
施
し
て
い

る
衛
生
管
理
が
客
観
的
に
証
明
さ

れ
、
正
式
な
も
の
と
し
て
保
証
で

き
る
た
め
、
消
費
者
の
信
用
が
増

大
し
、
生
産
物
の
品
質
保
証
、
ブ

ラ
ン
ド
化
が
で
き
ま
す
。

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
現
状
は
？

認
証
基
準
が
公
表
さ
れ
、
他
県

で
は
、
取
り
組
み
農
家
が
増
え
て

イタリアンライグラス収量調査結果

四
月
の
降
水
量
は
平
年
の
一
・
五

倍
、
日
照
時
間
は
平
年
の
五
分
の

四
程
度
し
か
な
く
、
ま
た
、
二
月

下
旬
か
ら
三
月
中
旬
に
か
け
て
は
、

平
年
よ
り
気
温
の
高
い
日
が
続
い

た
こ
と
か
ら
、
今
期
の
収
量
は
例

年
に
比
べ
不
作
で
し
た
。

収
量
は
、
気
象
や
環
境
、
作
業

形
態
、
作
付
体
系
等
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
今
回
の
成
績
を
作
付

け
の
際
の
品
種
選
定
に
役
立
て
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

比
較
調
査

い
ま
す
。
県
内
で
は
、
残
念
な
が

ら
積
極
的
な
取
り
組
み
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
畜
産
試
験
場
で
は
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方
式
の
導
入
に
取
り

組
み
、
そ
の
普
及
推
進
の
一
助
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

調査経過等

ロ
叩 種

あかつき

サ チ ァ オ バ

シワスアオバ

ハナミワセ

ミナミアオバ

ワセフドウ

平均

生草収量(kg/a）ヨＬ－‐’

１番草

３８８．８

３０２．５

２３０．０

２５６．３

３２５．０

３５２．５

３０９－２

2番草

1６５．０

1１１．３

１６６．３

１５１．３

１４７．５

１５７．５

149.8

３番草

1３８．０

1０８－０

1２６．８

1２０．７

1３８．５

1２４．０

126.0

1.2番草

計

５５３．８

４１３．８

３９６．３

４０７．５

472.5

５１０．０

４５９．０

1,2,3番草
計

6９１．８

5２１．８

523.0

5282

6１１．０

6３４．０

５８４．９

乾物収量(kq/a）

１番草

7３．８

5７．２

4７．７

4９．９

6３．４

63.0

5９．２

２番草

22.1

１４７

2２．６

２１．３

2０．４

2０．７

2０．３

３番草

２１．９

1７４

2０．１

1４．８

1９．８

２１－６

1９．３

1,2番草
計

9５．９

7１．９

70.4

71.3

8３．８

8３．６

79.5

1,2,3番草
計

1１７．８

8９．３

9０．５

86.0

103.6

105.2

98.8

播種日

１番草収穫日

2番草収穫日

3番草収穫日

※収穫は出穂始め頃。

目立った倒伏､病害虫被害なし。

１０月１６日

３月３０日

４月２６日

５月１３日
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宮
崎
県
で
発
生
し
た
口
蹄
疫
は
、

四
月
二
十
日
の
発
生
確
認
か
ら
終

息
宣
言
ま
で
、
約
四
ヶ
月
を
要
し

ま
し
た
。

こ
の
間
、
全
国
か
ら
延
べ
五
千

人
の
家
畜
防
疫
員
が
派
遣
さ
れ
、

ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
の
防
疫

業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

本
県
か
ら
は
、
家
畜
保
健
衛
生

所
、
畜
産
試
験
場
等
の
家
畜
防
疫

員
十
六
名
が
、
五
月
二
日
か
ら
七

月
二
日
に
か
け
て
、
一
週
間
交
代

で
宮
崎
県
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

当
場
か
ら
は
、
三
名
の
職
員
が

派
遣
さ
れ
、
飼
料
・
環
境
担
当
の

松
元
主
席
研
究
員
が
川
南
町
で
疑

似
患
畜
の
殺
処
分
等
の
業
務
に
、

ま
た
養
鶏
担
当
の
泉
川
主
席
研
究

員
と
大
西
主
任
研
究
員
が
え
び
の

市
で
疫
学
関
連
調
査
の
業
務
に
従

事
し
ま
し
た
。

派
遣
職
員
ら
は
、
「
口
蹄
疫
の
よ

う
な
伝
播
力
の
強
い
伝
染
病
で
は
、

侵
入
防
止
と
初
動
防
疫
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
防
疫
業
務
へ
の
協
力
に

対
し
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
県
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
十
月
十
五
日

に
知
事
か
ら
派
遣
職
員
へ
の
伝
達

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

酪農・肉牛研究棟を視察するプラノイ州知事

害？

副
嘱

i蕊涛

一

口
蹄
疫
の
防
疫
業
務
〕

知
事
か
ら
は
、
防
疫
活
動
へ
の

労
い
と
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て

疾
病
の
発
生
防
止
に
努
め
て
ほ
し

い
旨
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

畜

電
侭
爵
：
患
議
識

識
感
謝
状
嘩

謬
香
川
弗
揮
事
蕊
患

鱈
夫
衆
は
半
議
一
十
乗
四
月
羅
髄
津

掌
寺
埼
余
鳴
い
て
搭
生
し
た
ロ
蹄
交
の
野

人
零
売
鐸
箸
薄
学
２
＄
命
疫
括
置
の
謬

穐
縦
悲
海
賊
診
識
は
義
ご
と
Ⅸ
》

・
よ
そ
こ
二
鴫
蕊
窺
捨
蕗
ふ
襲
鴬
錨

》
表
し
戎
す

》
》
手
叡
一
十
二
午
九
４
町
識

譲
蕊
鎧
雄
鳥Ｉ

状
知事と派遣職員

ー 、３
’

．
’
忍
夢
．

】

罰

今
年
も
香
川
県
立
農
業
大
学
校

の
担
い
手
育
成
科
の
学
生
が
四
月

か
ら
畜
産
試
験
場
で
専
攻
実
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

乳
牛
・
和
牛
・
豚
の
飼
養
管
理

を
体
験
し
な
が
ら
、
「
搾
乳
衛
生
」
、

「
人
工
授
精
」
、
「
生
ハ
ム
作
り
」
、

「
豚
肉
の
燥
製
作
り
」
等
に
つ
い
て

勉
強
し
て
い
ま
す
。

実
習
生
全
員
が
、
将
来
は
、
県

内
の
畜
産
関
係
分
野
の
職
業
に
就

く
こ
と
を
夢
見
て
い
る
そ
う
で
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
で
き
る
後
継

者
達
で
す
。

ど
う
か
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

鄭
鋤
ッ

鶏

十
月
四
日
、
農
業
、
畜
産
業
の

視
察
研
修
の
た
め
に
来
県
し
て
い

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
西
ス
マ

ト
ラ
州
の
イ
ル
ワ
ン
・
プ
ラ
ノ
イ

知
事
ら
七
人
が
、
畜
産
試
験
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
久
利
俊
二
場
長
か
ら

香
川
県
の
畜
産
の
現
況
や
畜
産
試

験
場
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
後
、
酪
農
・
肉
牛
研
究
棟
な

ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

西
ス
マ
ト
ラ
州
は
、
人
口
の
七

十
％
が
農
業
従
事
者
で
あ
る
と
い

う
実
情
か
ら
農
業
、
畜
産
業
の
近

代
化
を
進
め
る
こ
と
が
緊
急
の
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ノ
イ

州
知
事
は
「
先
進
国
の
日
本
で
農

業
、
畜
産
業
の
生
産
、
流
通
を
学

び
た
い
」
と
今
回
の
視
察
に
期
待

し
て
い
ま
し
た
。

蒲
写
真
は
、
十
月
一
日
に
来
場
し

た
高
松
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
六
十

五
名
で
す
。
讃
岐
三
畜
の
ほ
か
、

ひ
よ
こ
や
う
さ
ぎ
、
山
羊
な
ど
身

近
な
動
物
と
ふ
れ
あ
う
活
き
活
き

と
し
た
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

家
畜
ふ
れ
あ
い
体
験
事
業
は
、

ゼ
ロ
予
算
事
業
と
し
て
平
成
二
十

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
し
た
も
の

で
す
。
希
望
者
は
、
畜
産
試
験
場

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

霧塞予

高松幼稚園の園児たち

西
ス
マ
ト
ラ
州

■
画
、
■
■
■
■
■
■
■
■

知
一
事
い
》
が
叶
僻
視
》
察

鋒
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今
年
も
、
家
畜
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
て
、
命
の
大
切
さ
や
い
た

わ
り
の
心
を
育
て
、
畜
産
へ
の
関

心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
家
畜

ふ
れ
あ
い
体
験
事
業
に
た
く
さ
ん

の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

１
．
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牛の人工授精に挑戦

'１


